<明治乳業>　１９６０年代から絶えない労働争議

異常企業体質の明治乳業に厳しい審判を

国民の食生活と健康に深く係り、また、乳業界リーダー企業としての社会的地位も、極めて重要となっている明治乳業。いま、食の「安全・安心」を脅かす不祥事・不正行為が、雪印乳業、不二家など等、後を断たない異常事態の中で、その企業体質や経営姿勢が厳しく問われています。そして、不祥事・不正行為が絶えない重大な背景として、生産体制や労働環境・労働者管理の異常な実態が、事件後に告発されているのも共通する特徴です。

不祥事・不正行為の裏に異常な労働者管理

明治乳業でも、牛乳にヤシ油など異種脂肪を混ぜて販売し、「インチキ牛乳」事件（１９７２年）として国会で追求され社長が辞任。しかし、その後も、「食品衛生法」違反などを繰り返すのです。その背景には、「より儲ける企業体質」への大「合理化」の強行と、それに黙って従う労働者・労働組合に変質させる為の、「インフォーマル組織」結成を要とした、不当労働行為・差別攻撃があるのです。

労働者を「赤組・白組・雑草組」と分類し、職制らの重要な仕事として差別・排除が日常化する生産現場では、正常なチェック機能すら麻痺する事になるのです。

全国事件の実質審理で不当労働行為への断罪を！

　明治乳業全国事件の第６回都労委調査（２月２１日）に、申立人らは「立証計画書」を提出。全国申立て地の各論も含め１１人の人証審理計画を示し、その早期実現を求めました。先行している市川工場事件の控訴審判決（３月２８日）を控えていますが、如何なる判断が示されても全国事件は独自の事件です。明治乳業の不当労働行為・差別の全面的な解明と、その断罪は絶対に避けられない闘いなのです。

　

